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【アゴダ】 

「2019年のゴールデンウィークの渡航動向」に関する 

アンケート調査の結果を発表 
～旅行に最も意欲的なのは“若者層”、期間は“短期旅行”が人気～ 

 

世界で最も急成長しているオンライン旅行会社（OTA）のひとつであるアゴダは、このたび、同社が

国際世論調査機関の YouGov社に委託し、2019年 2月 27日～3月 1日に、1010名の日本人消

費者を対象に実施した Go Further and Do Moreオンライン調査の結果を取りまとめ発表しました。ま

た、アゴダでは、2019年 3月 25日～5月 6日まで、ユーザーへの旅行推進に効果的なキャンペーン、

「ゴールデンウィーク 2019－もっと遠くで、たっぷり滞在」を実施いたします。 

 

このたびアゴダが実施した同アンケート調査の結果によると、昨年のゴールデンウィーク期間中は、

40％の人たちが 1日～3日間の短期旅行をしたのに対し、今年は「旅行に出かける」と回答した人

のうち約 3 分の 2 に当たる 66％もの人たちが短期旅行を計画していることが分かりました。また、

同様に、4日～7日間の中期旅行の割合を比較してみると、昨年は11％だったのに対し、今年は29％

という結果となり、このことから、今年は通常よりも長い 10 連休になることを反映し、短中期的な旅行

を計画している人の割合が大幅に増えていることが分かりました。 

 

今年は、5月 1日の「天皇陛下の即位・改元」に伴い、2019年のゴールデンウィークは 10連休と

なります。本調査の結果、18歳～24歳の若者層のうち 49％が旅に出ることに最も意欲的で、次いで、ミレ

ニアル世代を含む 25歳～34歳の男女のうち 39％が旅行を予定していることが分かりました。一方

で、同期間に渡航する可能性が最も低かった世代は 55 歳～64 歳のアクティブシニア層で、「旅行に行

く」と回答した人の割合は19％に留まりました。さらに、地域別の渡航動向をみると、首都圏エリアの回

答者の渡航率が最も高く、37％の人たちが「旅行に出かける」と回答したことに加え、そのうち約 3

分の 1の人たちが近場の国内旅行をすると回答しました。 

 

アゴダがこのたび実施した『2019 年のゴールデンウィークの渡航動向』に関する、上記以外の調査

結果の詳細は以下の通りです。 

 

１． 渡航期間について 

ゴールデンウィークに最も旅行する可能性が高い世代は、2000 年代の初頭に成年期を迎えた

ミレニアル世代であることが分かりました。 また、「今年のゴールデンウィーク期間中に旅行をする」

と回答したミレニアル世代のうち、92％もの人たちが 1日～7日間の旅行を予定していることが分かり

ました。これに対し、18〜24歳の人たちのうち 45％が、「今年のゴールデンウィークに 1～3日間の

旅行を計画している」と回答していますが、同時に、この世代は、他の世代と比べて 8 日以上の長

期旅行をする可能性がより高いこともわかりました。一方、55歳以上の人たちでは、10人に 7人が「1

日～3日間の短期旅行をする」と回答しています。 

さらに、渡航期間を同行者別にみてみると、パートナーとの旅行よりも友人同士の旅行の

方が 4日以上渡航する人たちの割合が高いという結果が出ました。 
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２． 渡航同行者について 

誰と一緒に渡航するかの問いに対し、65 歳以上の世代では、配偶者（46％）、友人同士（27％）、親戚

（21％）の順となりましたが、一人旅をする割合を見てみると、55歳～64歳以上のアクティブシニア

世代で最も高い結果となりました。また、ミレニアル世代では、「一人旅をする」と回答した人たちの

割合は全体の 9％となり、そのうち、5％の人たちが今年のゴールデンウィークを利用して初めて

一人旅をすることが分かりました。 

 

３． 旅行の計画性について 

事前の計画性については、海外・国内旅行を問わず、日本人旅行者の大半（94％）は、渡航前に

旅行の計画を立てており、何も計画を立てずに旅行に出かける人たちの割合は 6％のみであることが

分かりました。また、「全旅程を事前に計画する」と回答した人の割合は、全体の 3 分の 1 以上に

当たる 37％だった一方で、57％の人たちは 1つか 2つの主要な観光目的だけ事前に計画すると

回答しました。さらに、この結果を男女別に見てみると、41％の男性が渡航前に細かなスケジュールを

立てることが分かり、30％超の女性は旅先でやってみたい 1 つか 2 つのことだけ予定し、それ以外は

フレキシブルに対応する傾向があることが分かりました。 

 

旅の計画性について、同行者別に見てみると、「配偶者や子供連れで旅行する」と回答した人たちは

事前に全旅程を計画するケースが最も高く、全体の 43％となりました。次いで、友人同士の旅が

41％を占め、「何も計画せずに友人同士で旅する」と回答した人たちは一人もいませんでした。

以上のことから、旅のパートナーが変わることで、旅の計画の立て方も変わってくることが分かります。 

 

また、一人旅の場合は個人差が大きく、69％の人たちが 1 つか 2 つの計画だけを事前に立てると

回答しました。今回の調査では、「完全な計画を練ってから旅に出る」と回答した一人旅の人は 19％

だけに留まり、「ほぼ事前の計画なしに旅に出る」と回答した人の割合は 13％となりました。 

 

アゴダの予約サイトでは、ご予約前に人気の観光スポットやショッピングエリアまたは、レストラン情報

など、ホテル周辺の観光の見どころをサイト上で簡単に検索いただけるほか、これまでに行ったことの

ない渡航先の情報も事前にリサーチいたただけるため旅にコーディネートをより完璧かつ簡単にする

ことが可能です。また、「アクティビティー（Things to do）」機能をご利用いただけば、何千もの感動的な

小旅行、徒歩、自転車、ボートで行く観光ツアーや、一流の美術館、アミューズメントパーク、地元

ならではの体験などを検索いただくことが可能です。 

 

「今年のゴールデンウィークは、日本の皆さまにとって、日常生活から離れ、休暇を利用して新たな

体験をするのに絶好の機会です。アゴダがこのたび実施した調査で、今年のゴールデンウィークを利用

して旅行を計画している人たちのうち 70％の人たちが、「普段以上に綿密に旅行を計画している」と回答

していることからもうかがい知ることができるように、国内外を問わず、旅行を計画している人たちがこの

機会を最大限に活用しようとしていることが分かります。今日では、アプリの開発により、以前よりもより

手軽に、また、自発的に旅立つ直前に旅行を予約することができるようになっています。また、その日の

天候や気分に応じて、旅行を手軽に予約することが可能です」（アゴダの日本代表、トーマス・リーのコメント） 

 

 

 

 



 
 

【アゴダ®について】 

2005 年にシンガポールにて IT スタートアップ企業として創業したアゴダは、世界で最も急速な成長を続ける

オンライン旅行予約プラットフォームの一つです。今日、世界 200 以上の国や地域において 200 万軒以上の

宿泊施設を取扱っており、ラグジュアリーホテルから格安ホテルはもちろんのこと、アパートメント、民泊物件、ヴィラ

やスイートなど、様々な予算レベルや旅行のシーンに対応する幅広いチョイスを世界中の旅行者に提供しています。

シンガポールに本社を据え置き、Booking Holdings（Nasdaq：BKNG）の傘下企業として現在、30 カ国以上 53 の

都市に支社を構え、総従業員数は 3,700 人以上に上ります。また、ウェブサイトの Agoda.com およびモバイル

アプリは 38カ国語でご利用いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本リリースに関する問い合わせ先＞ 

アゴダ 広報代理店 アビアレップス株式会社 （担当：水谷、橋詰） 

TEL：03-3225-0008 / FAX：03-5363-1118 

E-mail：agoda.jpn@aviareps.com 

 

アゴダ®広報部門 E-mail： press@agoda.com 
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